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本格的なNGN時代の発展に向けた

NTT東日本のR&DNTT東日本のR&D

BtoBtoCのサービスといったNGN

ならではの新サービスの増加に伴

い、加入者数の増加も加速すると見

込んでいる。このような状況から、

情報通信分野は、本格的なNGN時

代に入ったといえる。

今回、こうした時代を先取りする

NTT東日本の研究開発の取組みに

ついて紹介したい。

NTT東日本の研究開発センタの

役割は、大きく以下の二つに分けら

れる。

（1）高品質かつ信頼性の高いネット

ワークとサービスの実用化開発

一つ目の役割は、競争力の高いネ

ットワークとサービスの「実用化開

発」である。

お客様から継続的な「ご愛顧」を

賜るためには、実際に利用される方

のニーズを反映したNGNならでは

の魅力あるサービスの開発を行うこ

とが必要である。また、コストを削

減するには、システムの改良や

効率化が必須であり、技術トレ

ンドを読みながらネットワーク

に適用することにより、これを

実現している。

こうしたことは、既存サービ

スにおいても同様であり、安

心・安全で、安定的運用を実現

するため、装置の更改や移行

（マイグレーション）といったこ

とも行っている。

「実用化開発」では、品質や信

頼性の確保とタイムリー性とのバ

ランスを意識することが重要であ

2008年３月に、信頼性と利便性

を両立し情報通信の可能性を広げる

次世代ネットワーク（NGN）の商

用サービスが提供開始となった。開

始後、「フレッツ 光ネクスト」につ

いては提供エリアを順次拡大し、

2009年度末には、当初予定を１年

程度前倒しし、Bフレッツエリア全

域をカバーする予定である（図１）。

NGN提供エリアの拡大に加え、

今後、映像系サービスの更なる拡充、

ノンパソコンユーザ向けサービス、

帯域確保型の V P N サービス、
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る。通信サービスを提供する通信事

業者として「つなぐ」使命を果たす

ために品質や信頼性の確保に取り組

んでおり、開発時の検証においては

数千項目にも及ぶ動作確認を積み重

ねている。

また、新しいシステムやサービス

を開発し提供する場合、多くは既に

稼動中の商用ネットワークシステム

と接続することになる。したがって、

これらのネットワークシステムとの

整合性も非常に重要な要素であり、

大きな注意を払っている。

（2）最新技術の目利き

二つ目の役割は、市場において有

力視される「最新技術の目利き」で

ある。

IPネットワーク分野におけるテ

クノロジーの進歩は速く、その技術

を活用した開発にはタイムリーさが

求められる。加えて、激しい競争環

境にある情報通信市場では、実用化

開発を非常に短い期間で行わなけれ

ばならないことが多い。そのため、

NTT東日本としての事業性・サー

ビス性に沿うものかを先行的に見極

める「最新技術の目利き」が非常に

重要である。その結果、最新技術を

踏まえた実用化開発をスムーズに行

うことができる。

具体的には、NTT東日本のネット

ワークにこれらの最新技術を組み込

むために、キャリアグレードの観点

から、先端技術や製品の動向を常に

幅広く注視しており、この結果、ス

ピーディーな開発が行え、世の中に

タイミングよく、魅力あるサービス

を提供することが可能となっている。

次に、研究開発センタの取組みに

ついて事例を交えて紹介する。

（1）お客様への魅力あるサービス提

供に向けた研究開発

NGNを魅力あるものにしていく

ためには、お客様にとって付加価値

が高く、使い勝手の良いサービスを

提供することが求められる。中でも、

映像系サービスは大きな鍵になると

いえ、その一つが 2008年７月１日

より提供開始となった「フレッツ・

テレビ」である（図２）。

このサービスは、一本の光ファイ

バーにデータと音声に加え放送用デ

ータを流す技術を活用し、2006年

に開始した「スカパー！光」を拡充
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・「フレッツ・テレビ」は、NTT東日本が提供する電気通信サービス「フレッツ・テレビ伝送サービス」の契約と㈱オプティキャストが 
提供する放送サービス「スカパー! 光（ホームタイプワイド／マンションタイプ光配線方式）の契約により利用可能。 

・居住地域等、利用条件によって一部提供できない場合あり。 
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図2 「フレッツ・テレビ」利用イメージ
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NTT東日本のR&DNTT東日本のR&D

だくことができる。「フレッツ・テ

レビ」は光ファイバーによるサービ

ス提供のため、お客様宅のアンテナ

設置は不要であるということもお客

様にとってのメリットであると考え

ている。

さらに、高品質で安心・安全なト

リプルプレイの拡充に向けて、ホー

ムゲートウェイ（HGW）などの宅

内分野におけるラインナップ強化に

も取り組んでいる。例えば、小規模

の集合住宅にも設置可能な小型

VDSL装置、更にはお客様宅の機器

周りの配線を簡素化したいというニ

ーズに応えるため、ひかり電話対応

ルータと回線終端装置（ONU）を

一体化した装置などを開発した。

その他、お客様が安心して手軽に

NGNをお使いいただけるよう、サ

ポートサービスの充実にも取り組ん

でいる。お客様へ新たな付加価値を

提供するサービスラインナップとし

て、お客様のインターネット接続設

定の自動化を図るための「セットア

ップサービス」、お客様がインター

ネットやパソコンでお困りの際、オ

ペレータが遠隔操作でサポートを行

える「リモートサポートサービス」

を開発した。

また、官公庁や法人のお客様向け

のNGNサービスである「ビジネス

イーサ ワイド」では、新機能として

「LAN/WANモニタ」を提供している。

これは、「ビジネスイーサ ワイド」

に接続されるお客様の企業内ネット

ワークを回線から端末機器まで一体

的に監視するサービスである（図３）。

これにより、昨今、お客様の事業遂

行上不可欠となったネットワークに

おける、故障の未然防止や迅速な故

障復旧対応が可能となった。

（2）より多くのお客様に光回線を

お使いいただくための研究開発

お客様への魅力あるサービス提

供に向けた取組みと同様に、より

多くのお客様に光回線をお使いい

ただくための取組みも行っている。

これまでにも、システムや物

品の改良を実施してきており、

例えば、光カバレッジ拡大に向

け、マンション光配線方式に関

する研究開発に取り組んでいる。

従来、メタルの設備と光の設

備は個別に設置する必要があり、

新たに光の設備を設置するスペ

ースがない場合、ONUまでのオ

ール光化が困難なケースが存在

した。この課題に対して、同一

したものである。

これにより、お客様は光回線を利

用して地上放送（デジタル/アナロ

グ）とBS放送（デジタル/アナログ）

が受信できるようになった。「フレ

ッツ・テレビ」では、従来のネット

ワーク伝送帯域（70～770MHz）を

2072MHzまで拡張しており、この

ような広範囲にわたるネットワーク

伝送帯域の拡張は日本で初めての試

みである。BSデジタル放送全12チ

ャンネルをアップコンバータ無しで

視聴できるほか、2011年７月の周

波数再編によって拡充されるBSデ

ジタル新チャンネルにも対応可能で

ある。

また、地上放送／BS放送のみな

らず、「スカパー！光CSデジタル

サービス」（専門チャンネル放送）

も利用可能であり、お客様の好みに

あわせたチャンネルをお楽しみいた
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ボックス内に光とメタルの設備を収

納するための物品の改良や新たな工

法を確立し、光回線をご利用いただ

けるユーザの拡大を図ることが可能

になっている。

また、立会い等、お客様の負担が

発生する宅内引き込み工事等におけ

る作業の削減を目指した改善や新物

品の導入にも取り組んでいる。お客

様が「Bフレッツ」や「フレッツ

光ネクスト」を申し込まれた場合な

どに発生していた工事の簡素化を目

的とし、光コンセント類（光アウト

レット、光ローゼット）を導入した

（図４）。

これらは市中品の小型化や遮光機

能、防塵機能等の実装を実現してい

るものである。導入の結果、工事区

間が従来の光キャビネット～ONU

間から光コンセント～ONU間へと

大幅に短縮され、メタルの電話回線

での開通に近い作業が可能となっ

た。これは、“メタルでできていた

ことが光でもできるようになった”

という一例である。

（3）既存IP網のNGNへの移行促進

に向けた開発

本格的なNGN時代の到来にあた

って、光サービスユーザの既存IP網

からNGNへのマイグレーション促

進に向けた開発にも取り組んでいる。

マイグレーションを実施するにあ

たっては、マイグレーションコスト

の最小化が重要となる。そのために、

宅内機器の遠隔ファームアップの技

術や工法、局内における切り替え工

事の円滑な運用方法等についての検

討や実現方式の確立に向けて取り組

んでいる。

2010年度の光2,000万加入に向け

て、お客様が求める多様なニーズを

いかにNGNならではのサービスと

して、安心・安全・信頼を高

めつつ実現できるかが、今後

ますます重要となってくる。

例えば、パソコンをご利用に

ならないお客様の視点に立っ

て「魅力的な」サービス・技

術を幅広く目利きし、最適な

方式で開発し続けていくこと

で、より多くのお客様に

NGNサービスをご利用いた

だけるものと期待している。

また、お客様第一主義を

徹底するとともに、より良

い「モノ」を開発していく

ため、現場第一線の目線を

持ち、「使いやすさ」も追求してい

くつもりである。

日本は世界中でブロードバンドが

最も進んでいる国となった。そして、

こうした次世代を担うネットワーク

の開発に携わることは、技術者とし

て大きなやりがいである。

また、NGNは最先端の ICTを実

現するネットワークであり、品質確

保「QoS」・セキュリティ・信頼

性・オープンなインタフェース、と

いった特徴を備えている。

今後は、このネットワークを活用

したサービスの発展により、お客様

の生活をサポートし、より便利で安

心・安全かつ豊かな社会の実現に貢

献していきたいと考えている。
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